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多摩支部企画行事      新選組のふるさと 

企画委員会 須天俊明   日 野 市 

第 7 回 21 地域支部を知ろう写真でスタンプラリー      Hino City 

～新選組のふるさと日野～甲州街道の宿場町を歩こう～     

今回は、ご家族や友人を含め、7 地域支部 18

名（国立・町田・あきる野・日野・東久米・小

平・国分寺）の皆様にご参加頂きました。11 月

17 日（日）13 時、JR 日野駅に集合、八坂神社、

日野宿交流館、日野宿本陣を経て、佐藤彦五郎新

選組資料館、土方歳三資料館、土方歳三のお墓が

ある石田寺（せきでんじ）と回って、16 時 20 分

頃、モノレール万願寺駅で、お土産の高幡饅頭を

2 個ずつ配って終了しました。その後、有志 9 名

は、高幡不動の居酒屋に移動、喉を潤して解散し

ました。                    

私が印象に残った場所をご紹介させていただきま

すと、まず、「八坂神社」には、「天然理心流奉納

額」があり、例大祭等の特別な日以外は非公開で

すが、今回は、小川日野地域支部長のお口添え

で、特別に、本殿に立ち入りを許され、八坂神社

の方による解説付きで拝見することが出来まし

た。この「奉納額」は、嶋崎（近藤）勇、沖田惣

次郎（総司）、佐藤彦五郎や井上松五郎・源三郎

など日野宿の天然理心流門人 23 人が安政 5 年

（1858 年）に奉納したとされる貴重なものです。

次に、「日野宿本陣」は、築 160 年の都内唯一の

現存する本陣建築物で、新選組のメンバーも訪れ

た場所です。「佐藤彦五郎新選組資料館」と「土方

歳三資料館」は、開館日が月に 2 日だけ、また開

館時間も 4 時間という施設で、当日訪問できたこ

とは、貴重な機会でした。特に、「土方歳三資料

館」は参加者から「ここに来たかったんですよ」

というお声を頂き、とても有り難い思いでした。                                

当日は、晴天、最高気温 24℃程度と歩くには、汗

ばむほどでしたが、佐藤彦五郎新選組資料館から

土方歳三資料館への約 30 分間の比較的長い距離

を含め、石田寺を巡って、万願寺駅に至るまで、

皆様笑顔で完走、お疲れ様でした。最後に、この

スタンプラリーの開催にあたり、日野地域支部の

皆様には、多大なご協力を頂き、厚く感謝申し上

げる次第です。               

次回は、あきる野地域支部にお願いする予定で

す。（下記写真：左側；「日野宿本陣」前で、   

右側； 「土方歳三資料館」前で） 

                                           



師走の風物詩が思い出の彼方に～      

をもって終演に 

  



素晴らしきかな人生  It’s a Wonderful Life 

                         ～多摩支部の皆様のご寄稿から 

 教養と教育の人生  沼尻 哲（国立地域支部 昭 46・商）  

                                                 

「古いピアノの鍵盤焼」 

沼尻創作料理                          「かつ丼」 

私の人生を支える大切なキーワード、

それは教養（きょう用がある）と教育

（きょう行くところがある）です。突然

でしたが、母の介護、妻の認知機能低下

が重なり、早期退職にて対応、新しい生

活がスタートした。折角の機会なので、

国立市主催のシニアカレッジ二期生に入学した。

（シニアカレッジとは、半年間、15 人程度のゼミ

形式で、高齢者に対する知識・介護・サポート等を

学ぶ市民大学そのもので、今年で開校 8 年目にな

る。）ほどなく、妻も施設入居となり、我が家は父

子家庭になるので、一発発起し、私の趣味「男の料

理」を延長させ、66 歳で「調理師免許」を取得し

ました。それまで月・水・金の週三日、朝から晩ま

で施設に入り浸っていましたが、コロナ禍に入り、

面会禁止・リモート面会等で、行く用・行くところ

が急になくなってしまいました。今は、家族のみ週

1 回、30 分、居室面会を実施中。          

 逡巡な日々を過ごしていた時、シニアカレッジ

OB が集うくらしのサポート （注）に出逢い、参画

しました。自然体で「いま出来ることを、出来る範

囲でいまやろう」と云う信条に照らしたもの。私は、

このグループで、総務を担当し、利用者とサポータ

ーの連携・マッチングを行ったり、報・連・相等を

担っています。また、いちサポーターとして、要支

援１の独居の男性の訪問調理を週 2 日担当してい

ます。11 月に入り、延べ 210 回を超え、「今日は何

を作ろう」「材料はどこで何をどれくらい購入しよ

うか」「今度の献立は」「すずらんの宅配弁当とバッ

ティングしていないか」。これが大変でもあり、楽

しくもありです。目の前の為すべきこと。ここで、

キーワードの「教養と教育」が出てくるのです。そ

のためには、自身の体力・気力が必須。コンディシ

ョンづくり。これも副産物の賜物です。これまで好

評だったものは、①鰻重、②かつ丼、③冷やし中華、

④穴子の握り、⑤手作りなます等で、手作り、手を

かけるにこだわっています。毎回訪問すると、リビ

ングのテレビがいつもついています。料理は勿論で

すが、話し相手・聞き役も重要なものです。この方

は、最愛の高校同級生の奥様に先立たれ、全く手足

が地に付かない状態から 4 年、ご子息は、お体が悪

く就労が出来ず、逗子の一人住まい。生活、仕送り

の負担等々。私以上に問題山積みです。様々なリク

エストがあります。また、82 歳となり、今日のこ

と・明日のこと・明後日のこと、お話しもどんどん

広がり、時間の経つのもアッという間。目線を合わ

せ、無理のないところで①調べてきたり、②紹介し

たり等対応しています。国立在住 60 年（私とほぼ

同じ）が私たちの共通点、国立駅・お店の今昔・グ

ルメ店の想い出と、こちらの話も次から次へです。

出来る限り寄り添い続けたいと願

っています。こんなことから、令和

4 年度から、国立市在宅療養推進

連絡会の生活支援推進検討委員会

のメンバーとして、要請を受け、

市民の立場で 12 人のひとりとし

て参画中。教養と教育は、人生の

宝物。大先輩の笑顔、いつも元気

を貰っています。 

                                                                                  

（注） 

「くらしのサポート」とは、国立市地域包括支援セ

ンターと協力して、2021 年設立、高齢者を地域で

支え、利用者が自立した生活を営むための支援を

担う。対象は、要支援１，２。サポート内容は、①

家事サポート （掃除・洗濯・調理・買い物代行・電

球交換・ゴミ出し・話し相手）②見守り。身体介護

は含まない）。登録サポーター：44 名（実質 25 名）、

平均年齢 73 歳（利用者と紙一重）、現在、月 200 件

以上の利用あり、ピーク状態が続いている。 



明大サッカー部、史上初無敗で 2 年ぶり 8 度

目のリーグ優勝・第 98 回関東大学サッカーリーグ戦 1部 

 

 

 

 

 

 

 

 

                           

 

 

第 73回日本スポーツ賞で優秀選手・団体に選出 

昨年 7月～8月のパリ五輪など国内外の主要なスポーツ大会で輝かしい成績を残し、各競

技団体から推薦された、第 73回日本スポーツ賞の優秀選手 29 人、優秀団体21チームが

選出された。その中で、明治大学出身者の野畑美咲選手（3年・商）、パリ五輪で 92年振

りのメダル獲得の馬術日本代表（大岩義明・1999年・商、戸本一真・2006 年・商、北島

隆三・2008 年・政経）が選ばれた。 



最高の状態で、前回王者へ挑む。（データ：明スポ、読売新聞） 

 

 

 

 

 

 

 

2025 年 1月 2日（木）全国大学選手権準決勝 

明治大学対帝京大（国立競技場） 

 全国大学選手権・準々決勝の相手は、関西王者・

天理大。試合開始後は、自陣でのプレーが続いた

が、明大が徐々に主導権を奪い返していく。前半

は、天理大をノートライに抑えると、後半開始後も

連続得点で点差を突き放した。試合終盤は、天理大

に連続トライを許すも、逃げ切った明大が、最終ス

コア 24対21で2年連続の準決勝進出を決めた。  

主将のNo8 木戸は、「明治だからこそ、モールで取

りたい気持ちが強かった」と伝統のFWに対する誇り

をにじませた。この1年、一体となって動くモールを

追求。モールへの防御を得意とする天理大にも「通

用する自信はあった」と話す。「ＦＷは拘って作って

きた。（評価が高い）BKと互いに支え合う理想的な形になってきた」と神鳥監督。 




